
実習 ＮＣ Ｍ２

単位数 学年・クラス 使用教科書（出版社） 指導者

３単位 １年機械システム科 機械実習２ 機械システム科教員

教科・科目の目標

ＮＣ工作機の基礎的 ・基本的な知識と技術を習得させ、工業技術の諸問題を主体的、合理的
に解決し、社会の発展を図る創造的な能力と実践的な態度を育てる。

評 関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解
価
規 ＮＣ工作機に関する ＮＣ工作機に関する ＮＣ工作機に関する ＮＣ工作機に関する
準 諸問題について関心を 諸問題の適切な解決を 基礎的・基本的な技術 基礎的・基本的な技術
持ち、その改善・向上 目指して広い視野から を身に付け、安全や環 を身に付け、工業の発
を目指して意欲的、実 自ら考え、基礎的・基 境に配慮し、実際の仕 展と環境の調和の取れ
践的な態度を身に付け 本的な知識と技術を活 事を合理的に計画し、 た在り方や現代社会に
ている。 用して適切に判断し、 適切な処理するととも おける工業の意義や役

創意工夫する能力を身 に、その成果を的確に 割を理解している。
に付けている。 表現する。

評 出席状況 学習態度 学習態度 学習態度
価 学習態度 実習記録ノート 実習記録ノート 実習記録ノート
方 実習記録ノート 課題作品 課題作品 課題作品
法 課題作品 実習レポート 実習レポート 実習レポート
実習レポート

、 。到達目標に向けての具体的な ○課題解決的な実習課題を取り入れ 自ら考える機会を多くする
取組 ○理解しにくい実習内容については、座学（機械工作）と関連づ

けるなどの工夫をして学ぶ意欲を持たせる。
【評価規準を念頭に置いた指 ○目標に達しない生徒には、放課後の時間等において、座学も交
導上の留意点】 えながら補習を実施し、学力の定着を図る。

週 単元名 単元の目標 単元ごとの評価規準 評価
観点

ＮＣ工作機械 ○ＮＣ工作機械の 関心・意欲 ○ＮＣ工作機械の特徴とＮＣ加工製品
のしくみ あらましについて ・態度 の特徴を理解させる。 ◎

理解する。 ○ＮＣ加工は、加工情報を数値と記号
１ ○ＮＣ工作機械の に変えて作動することを理解させる。

制御について理解
２ する。 思考・判断 ○汎用工作機械の操作で学んだ安全作

○サーボ機能のし 業の心構えや、加工条件の設置、加工 ◎
くみについて理解 手順などの知識を生かし、プログラム
する。 作業に取り組んでいる。

技能・表現 ○図面を読み、指示通りの加工をﾌﾟﾛｾ
ｽｼｰﾄﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑに組み込むことができる ○。
機械操作が正確にできる。

知識・理解 ○ＮＣ加工の特徴と、汎用工作機械の
違いを説明できる。特殊な加工方法が ○
理解できる。

プログラミン ○プログラミング 関心・意欲 ○基本的なｿﾌﾄの取扱い方法やｺﾏﾝﾄﾞを ○
グ の流れについて理 ・態度 身につけようとしている。

解する。 ○平面図形、立体図形の作図工程を身
３ ○加工プログラム につけようとしている。

の実際について理
４ 解する。 思考・判断 ○実際の図面製作に必要な作図工程や

ｺﾏﾝﾄﾞをｲﾒｰｼﾞできる。 ◎
○立体図形の製作において、適切な作



業平面の選択ができる。

技能・表現 ○自分のｲﾒｰｼﾞに基づき、適切な作図
工程で必要なｺﾏﾝﾄﾞを用い、与えられ ◎
た平面立体図形を作図することができ
る。

知識・理解 ○基本的なｺﾏﾝﾄﾞを習得し、適切な作
図工程を理解している。 ○
○平面図形から立体図形への空間的な
処理能力を持っている。

ＮＣ工作機械 ○フレキシブル生 関心・意欲 ○製品の考案から製作、評価に至る製
の発展 産システムについ ・態度 作過程を意欲的に調べ活用しようとし ○

て理解する。 ている。
５ ○構内通信網につ

いて理解する。 思考・判断 ○基礎的な分析及びﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞを活用
６ ○ＣＡＤ・ＣＡＭ して、適切に判断できる。 ◎

。について理解する

技能・表現 ○製品の考案から製作、評価に至る製
作過程を通し、その結果を製品へ反映
しようとしている。 ○

知識・理解 ○生産活動のなかで、基礎的な分析及
びﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞを理解している。 ◎


